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１．概要（Summary ）： 
 高い磁気異方性を示すMn基磁石材料が注目されて

いる。その中で、六方晶 NiAs 型を有する MnBi は室

温とともに異方性エネルギーが上昇するという特徴

を有し、様々な製法による合成が研究されている[1-2]。 
  本研究では、強磁場中熱処理と固相反応によって

MnBi を合成した。磁場によって固相反応が促進し、

合成される MnBi の量が増加し、合成される MnBi
は印加磁場と平行方向に六方晶 c軸が配向することが

わかった。 
 
２．実験（Experimental）： 
 MnおよびBiの粉末(それぞれ、75 µm以下と20 µm
以下)を混合し、8 t/cm2の圧力でペレット状に成型し

た。ペレットは、石英管にアルゴン封入し、磁場中熱

処理を行った。磁場中熱処理は 0 T, 10 T, 15 T 中で、

MnBi の共晶温度直下の 250ºC で 5 日間行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 
  ゼロ磁場中と 15 T 中で熱処理を行ったペレットに

対し、X 線回折測定を行った。ゼロ磁場中では、MnBi
による回折ピークは小さく、固相反応が進んでいない

ことがわかった。一方、15 T 中熱処理を行った試料で

は、MnBi の 00l 回折ピークが強く観測されたことか

ら、磁場によって反応が促進し、磁場方向に MnBi が
配向して成長したことがわかった。 
 MnBi の 15 T 中熱処理試料は、異方的な磁気特性

を示し、熱処理時の磁場方向に平行方向が磁化容易軸

となることがわかった。MnBi の磁化容易軸は六方晶

の c 軸であり、X 線回折測定の結果と一致する。 
 現在、この磁場効果を解明するために、Mn 及び Bi
ペレット状に成膜された Bi 及び Mn 薄膜を磁場中熱

処理し、Mn と Bi の間の拡散現象について研究を行

っている。 
  また、特注のめっき装置を用いて作製された MnBi
薄膜に対して、磁化の評価を行っている。 
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